
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【基調講演とパネルディスカッション】 

基調講演：演題『社会問題としての自殺』 

清水新二 氏（奈良女子大学名誉教授） 

自殺問題および自死遺族支援の専門家。厚生労働省・各自治体の委員を務める。 

 

パネリスト：石倉紘子 氏（自死遺族サポートチーム「こころのカフェきょうと」代表） 

夫を 25 年前に亡くした経験から、今は自死遺族の支援や自死予防、遺族支援、未遂

者支援の講演活動を続ける。遺族の生きにくさ、社会的な自死者、遺族への偏見、誤

解、無理解を払拭し、自殺予防などの啓発活動をしている。 

        

川井 猛 氏（共同通信社放送編成部デスク） 

全国の自殺者が３万人を突破した 1998 年から、過労死や自殺について、取材を続け

てきた。 

 

榎本 和 氏（愛知いのちの電話協会理事／共和会共和病院名誉院長） 

児童思春期精神医学および地域精神医療を専門に、様々な心の病の人や家族の治療

と支援を行っている。 

 

    司会： 榊直樹（愛知いのちの電話協会評議員／学校法人東邦学園理事長） 

 

【お申し込み・お問い合せ】 

参加ご希望の方は、お名前・住所・電話番号・参加人数を記し、往復はがき、ファクス、E-mail

のいずれかで下記宛先までお申し込み下さい。締め切りは８月末。 
 

往復はがき：〒461-8691 名古屋東郵便局私書箱 257 愛知いのちの電話協会 シンポジウム係 

フ ァ ク ス：０５２－５０８－８３８４   協会事務局電話：０５２－５０８－８３８１ 

E - m a i l：info@nagoya-inochi.jp    協会ＨＰ:http://www.nagoya-inochi.jp  

 
 

 

 

愛知いのちの電話協会設立 25 周年記念シンポジウム 

「私たちは自殺とどう向き合うか」 
          

開催日時：2010 年 9 月 11 日（土）午後 2 時～4 時半 

開催場所：名鉄ニューグランドホテル（名駅新幹線側／電話０５２-４５２-５５１１）

   参加定員：200 名（参加無料） 

                      ≪地域自殺対策緊急強化基金 補助事業≫

名古屋いのちの電話０５２－９３１－４３４３（24 時間） 

フリーダイヤル  ０１２０－７３８－５５６（毎月 10 日）


